
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～学学校校評評価価「「保保護護者者アアンンケケーートト」」～～  
 2学期末に実施しました学校評価「保護者アンケート」では、お忙しい中ご協力をいただき、大変あ

りがとうございました。全体の回収率は、昨年度とほぼ同等で 7８％と、少しさみしい結果でした。で

きるだけ多くの保護者の皆様にご協力をいただけるよう、来年度以降も呼びかけ等を積極的に行ってい

ければと考えています。今後も、ご協力をよろしくお願いします。 

評価をいただきました 18項目の集計ができましたので、その結果を以下の通りお知らせします。                       

※肯定的回答率 ＝ よくあてはまる ＋ だいたいあてはまる 

ご覧いただいたとおり、18項目中１２項目において目標とする９０%を超える高い評価をいただき、

学校としてもとてもありがたく思っています。また、１５項目において「昨年度以上」の結果が得られ

たことは、今年度の大きな成果であると感じています。しかしながら、「④進んでよくあいさつをする」

のように、６０％を下回る項目も見られ、日頃の取組の不十分さを再認識させられた部分もあります。

それらの部分につきましては、今後も保護者の皆様や地域の皆様、行政等とも連携を図りながら、これ

まで以上に積極的な取組を模索していきたいと考えていますので、ご協力をよろしくお願いします。 

上記評価以外にも、基礎学力のことや学校行事のこと、担任のこと等、文章でも多くのご意見をいた

だきました。これらについても、今後の参考とさせていただき、さらなる教育活動の充実に努めてまい

りたいと考えています。ご回答いただいた保護者のみなさん、ありがとうございました。 
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 保 護 者 ア ン ケ ー ト 項 目  回収率 ７８％ 
肯定的 

回答率 

①  子どもは、学校に行くのが楽しいと言っている。 ８３％ 

②  子どもは、授業が分かりやすいと言っている。 ８２％ 

③  子どもは、話したり遊んだりする友だちがいると言っている。 ９４％ 

④  子どもは、進んでよくあいさつをする。 ５８％ 

⑤  先生は、読み・書き・計算などの基礎学力の定着のため、きめ細かい指導をしている。 ８８％ 

⑥  先生は、子どもの困ったことや悩みなどを理解し、誠実に対応するようにしている。 ８６％ 

⑦  先生は、子どもの良さや努力したことなどをしっかり認めようとしている。 ９３％ 

⑧  先生は、仲間外れやいじめなどを許さないで、一人一人を大切にする学級づくりを心がけている。 ９１％ 

⑨  先生は、必要に応じて家庭との連絡を行っている。 ９１％ 

⑩  学校は、落ち着いた学校・学習環境づくりになるよう努力している。 ９１％ 

⑪  学校は、子どもの安全や事故防止に配慮している。 ９２％ 

⑫  学校は、人権を尊重する意識を育てている。 ９０％ 

⑬  学校は、教育方針や教育活動の様子を学校だよりや学年だより等で分かりやすく伝えている。 ９３％ 

⑭  学校は、保護者に対して誠意を持って対応したり、相談に応じたりしている。 ９１％ 

⑮  学校は、保護者や地域の人が授業や学校行事を参観する機会を設けている。 ９８％ 

⑯  我が家では、挨拶の大切さを伝えている。 ９４％ 

⑰  我が子との会話の時間を取るよう心がけている。 ９６％ 

⑱  学校からの配布物を子どもから確認をして受け取っている。 ８３％ 
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 『メジャーリーガーの大谷翔平選手が、全国の小学校にグローブを寄贈』というニュースを新

聞やテレビ等でご覧になられた方も大勢おられるのではないかと思います。３学期に入ってから、

児童や保護者、地域の方々から「大谷選手のグローブは、まだ届かないの？」という声をたくさ

んいただいていましたが、そのグローブがようやく勝間田小学校にも届きました！ 

 １月２２日（月）の児童朝礼で、グローブの紹介と大 

谷選手からのメッセージを読み上げた後、代表児童（児 

童会役員）に贈呈を行いました。寄贈されたグローブは 

右下の写真のとおり、全部で３つ（右利き用大 1、左利 

き用大１、右利き用小 1）です。また今回、町内にある 

「スポーツショップ ムサシ」さんからも、キャッチボ 

ール用の柔らかいボールを２個寄贈していただきました 

ので、治郎丸社長から併せて贈呈していただきました。 

 グローブとボールを贈呈した後、勝央ボーイズの６年 

生３名にデモンストレーションを行ってもらいました。 

かっこよく上手にキャッチボールをする３人の姿を見た 

全校児童は、「おぉー」と言いながら大きな拍手をして、 

大喜びしていました。 

 いただいたグローブとボールについては、各学年で曜 

日を決めながら、休み時間等でしっかり活用させていた 

だく予定です。大谷選手、スポーツショップ ムサシさ 

ん、ほんとうにありがとうございました。 

 なお、贈呈式で大谷選手を紹介する際に使用した等身大パネル（勝間田小職員作成）は、現在

も中央ホールにおいていますので、学校にお越しの際には、ぜひご覧いただけたらと思います。 

 

 

 

 

 １月２４日（水）の昼休み、「にこにこタイム」があ

りました。「にこにこタイム」というのは、１年生から

６年生までの児童が１６の縦割り班に分かれ、様々な活

動を通して、異学年間での交流を深め合ったり、互いに

高め合ったりすることを目的としたものです。 

 今年度最後となる今回は、班ごとにいろいろな部屋に

分かれ、６年生が考えた遊びを一緒に楽しみました。「伝

言ゲーム」「フルーツバスケット」「カルタ」「ボーリン

グ」「いす取りゲーム」「スポーツ雪合戦」など、どの学

年の児童も楽しそうに、笑顔いっぱいで活動している様

子がとても印象的でした。また、リーダーとして、下学

年の児童にやさしくていねいに 

接している 6年生の姿にも感動 

しました。残り 2か月足らずと 

なりましたが、最高学年として 

の最後の活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 １月２５日（木）、全校で避難訓練

を行いました。今回は、授業中に震

度５の地震が発生したという想定の

もと、「緊急地震速報を聞いて、地震

の際に自ら考え適切な避難行動をと

ること」をねらいとして実施しまし

た。天候の関係で、運動場に避難す

ることはできませんでしたが、揺れ

が起きた際、机の下などにもぐって

自分の身をしっかりと守る体験はで

きました。能登半島地震のように、

地震はいつ起きるかわかりません。

いざという時のため 

に、日頃からしっか 

りと備えをしておき 

たいものです。 

 


